
地域再犯防止推進モデル事業（性犯罪者への入口支援・治安対策課）　10月支援終了→効果検証に移行
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○ 大阪府では、府条例に基づき、強制わいせつや強姦などを犯し満期出所した者にカウンセリング等を行い、社会復帰への支援（再犯防止）を実施している。【出口支援】
○ 痴漢や盗撮などは、強制わいせつや強姦に比べ軽微な犯罪なため、罰金等の軽い処罰（服役までしない）で終わることが多く、再犯の可能性がある。
そこで、法務省のモデル事業を活用して、服役までしない性犯罪者にカウンセリングを行い、再犯防止を図る。【入口支援】
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①制度教示

・大阪地方検察庁

・大阪保護観察所

・弁護士会

・大阪府警察

・その他関係機関

②支援申込み

・申込先：大阪府

・提出書類

支援申込書兼同意書

届出内容確認の調査に

同意を得る

③申込受理

・届出内容確認のため

大阪地方検察庁

大阪保護観察所

と連携

連携

④心理カウンセリング支援

・実施者：大阪府再犯防止カウンセラー ２名

・内容：プログラムを用いたカウンセリング

・支援回数：原則６回（アセスメント+プログラ

ム）

・１回９０分、月６回（土曜、日曜）、予約制

⑤支援終了

・支援終了

・カウンセラーの判断により

心理カウンセリング支援の継続

福祉関係機関への引継

など対象者が必要とする支援を実施

既存の制度大阪府再犯防止推進モデル事業

大阪少年鑑別所

支援
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